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四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四
十
四
条
の
七
第
三
項
若
し
く
は
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取
、
第
十
六
条
の
三
第
七
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ

れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
の

四
第
五
項
（
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
、
第
五
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四

十
四
条
の
七
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
体
の
検
査
」
を
、「
入
院
」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
の

受
理
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
若
し

く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第
五
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病

原
体
の
収
去
（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
の
四
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
第

五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
体
の
受
理
若
し
く

は
採
取
（
こ
れ
ら
が
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
の
四

第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及

び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
検
体
の
採
取

（
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
又
は
第
五
項
」
を
「
、
第

七
項
又
は
第
十
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
第
七
号
中
「
若
し
く
は
第
五
項
」
を
「
、
第
七
項
若
し
く
は
第
十
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
六
条
の
見
出
し
の
改
正
規
定
、
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に

た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
六
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
二
十
二
項
第
二
号
の
改
正
規
定
及
び
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
を
除

く
。）
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
し
た
日

三

第
六
条
第
二
十
二
項
第
二
号
、
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
十
三
条
の
十
四
（
見
出
し
を
含
む
。）の
改

正
規
定
、
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経

過
し
た
日

（
検
討
）

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規

定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
医
師
の
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の

施
行
の
日
以
後
に
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
診
断
し
た
医
師
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改

正
前
の
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
診
断
し
た
医
師
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前

条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対

す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過

措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
四
第
四
項
中
「
社
員
又
は
使
用
人

で
あ
る
社
会
保
険
労
務
士
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
社

員
等
」
と
い
う
。）」
を
「
社
員
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
五
第
二
項
中
「
若
し
く
は
第
六
号

又
は
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
九
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見

出
し
と
し
て「（
業
務
の
範
囲
）」を
付
し
、
同
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
の
九
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の

の
ほ
か
、
社
会
保
険
労
務
士
法
人
は
、
第
二
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
社
会
保
険
労
務
士
が
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
事
務
を
当
該
社
会
保
険
労
務
士
法
人
の
社

員
又
は
使
用
人
で
あ
る
社
会
保
険
労
務
士
（
以
下
こ
の

条
及
び
第
二
十
五
条
の
二
十
四
第
四
項
に
お
い
て
「
社

員
等
」
と
い
う
。）に
行
わ
せ
る
事
務
の
委
託
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
社
会
保

険
労
務
士
法
人
は
、
委
託
者
に
、
当
該
社
会
保
険
労
務

士
法
人
の
社
員
等
の
う
ち
か
ら
そ
の
補
佐
人
を
選
任
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
の
十
一
第
一
項
中
「
共
同
し
て
」を
削
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
二
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。七

社
員
の
欠
亡

第
二
十
五
条
の
二
十
二
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項

中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
五
を
第
二
十
五
条
の
二
十
二

の
六
と
し
、
第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
二
か
ら
第
二
十
五

条
の
二
十
二
の
四
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十

五
条
の
二
十
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
社
会
保
険
労
務
士
法
人
の
継
続
）

第
二
十
五
条
の
二
十
二
の
二

清
算
人
は
、
社
員
の
死
亡

に
よ
り
前
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場

合
に
限
り
、
当
該
社
員
の
相
続
人
（
第
二
十
五
条
の
二

十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
七
十

五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
百
八
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
社
員
の
権
利
を
行
使
す
る
者
が
定
め
ら
れ

て
い
る
場
合
に
は
そ
の
者
）
の
同
意
を
得
て
、
新
た
に

社
員
を
加
入
さ
せ
て
社
会
保
険
労
務
士
法
人
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）

の
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
二
」
を
、「
）
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第
二
十
六
条
の
三
、
第
二

十
六
条
の
四
」
を
加
え
、「
第
五
十
条
第
五
項
、
同
条
第
七
項
」
を
「
第
五
十
条
第
十
項
、
同
条
第
十
二
項
」
に
、「
第

三
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
改

め
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
十
六
号

社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し

て「（
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項

第
一
号
の
六
中
「
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
百
九

号
）
第
三
百
六
十
八
条
第
一
項
に
定
め
る
額
」
を
「
百
二

十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
条
の
二

社
会
保
険
労
務
士
は
、
事
業
に
お
け
る
労

務
管
理
そ
の
他
の
労
働
に
関
す
る
事
項
及
び
労
働
社
会

保
険
諸
法
令
に
基
づ
く
社
会
保
険
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
補
佐
人
と
し
て
、
弁
護
士

で
あ
る
訴
訟
代
理
人
と
と
も
に
出
頭
し
、
陳
述
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
陳
述
は
、
当
事
者
又
は
訴
訟
代
理
人
が
自
ら

し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
当
事
者
又
は
訴
訟
代

理
人
が
同
項
の
陳
述
を
直
ち
に
取
り
消
し
、
又
は
更
正

し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
五
条
の
六
中
「
組
織
的
に
」
及
び「
共
同
し
て
」

を
削
る
。

˜˜


		2014-11-20T15:20:44+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




